
̶ 20 ̶

子ども・若者
神谷明宏（児童学部児童学科）

1.　実態と課題

松戸市においては乳幼児の子育て支援施策については，

官民が協働して環境整備を行い，充実したサポートが行わ

れている。

しかし小学生以上の子育て支援施策に関しては，皆無と

いっていいほどの貧しい現状がある。共稼ぎ家庭に対する支

援活動としては放課後児童クラブが設けられているものの，

大半のクラブが小学校 3年生までが対象で，それ以上の学年

に対して支援活動を行っているクラブは数カ所に限られて

いる。子ども会活動に関しても活動内容が男子はソフトボー

ル，女子はドッチボールと活動内容が限られている組織が多

く，これらのスポーツ活動に興味がない子どもにとっては魅

力のないものとなっている。例えば，卓球やバスケットなど

を遊びとして行いたい子どもにとっては青少年センターの

体育館等が考えられるが，5人以上の登録会員による事前申

し込みが前提となっている松戸市の実態は自由利用の場に

はなっていない。また，スポーツ以外の活動に興味のある子

どもにとっては，児童館がその中核的な役割を担う施設とし

て考えられるのであるが，松戸市には公設の児童館が１館あ

るのみでその規模からも高学年の子どもにとって魅力のあ

る施設とは言い難い。

これらの事から松戸市が掲げる「子育てに優しい街」の

スローガンは乳幼児までの年齢に限られており，小学校高

学年以上の青少年に対する子育て施策は充実しているとは

言い難い実態がある。

そこでこのような現状をふまえ，本ワーキンググループ

では，市内の青少年の放課後活動に関わる組織団体の方々

が意見交流をすることで，青少年活動の課題が明らかに

なった。驚くことに青少年活動の中核を担う組織団体の

方々が市との連携はあるものの，一同に会して青少年問題

について意見交換をしたのは本ワークショップが初めてで

あるということが語られた。その原因として考えられるこ

との一つとして各団体に市より交付される補助金がその団

体固有の活動に限られ，なかなか共同事業という形を生み

出すことが困難な状況であることがあげられる。こうした

ことが長年積み重ねられる事により，歴史のある活動で

あっても参加する青少年が分断され，一つ一つの組織団体

では参加者数の減少を招いている事も想定された。

以上の検討から次の課題を設定することができた。

①連絡会議，連携会議の必要性

②居場所づくりの必要性

（フラッと集まったり，議論したりする場，拠点を確

保する必要がある）

③青少年の参画という視点に立って，各団体が協力し

合う

このような課題解決のためには青少年問題について各組

織団体の指導者が共通の学習機会を得る必要性があり，指

導者間での情報提供・交換の機会が定期的に設けられると

共に松戸市全体の青少年活動を活性化する事業の開発が求

められる。

2.　コンセプトと目標設定

以上の問題意識に基づき現在，青少年に対して年齢別に

行われている支援活動を総合的に考える必要がある。さら

に支援活動に取り組む様々な組織団体の力を一本化するこ

とが重要である。具体的には官民協働による連携会議を早

急に開催し，事務局内に青少年の放課後活動に関する企画

提案等を行うワーキングチームを設ける必要を確認した。

さらに対象となる青少年の年齢を考慮し，青少年自身が松

戸市のまち作りに参画できる仕組みを構築してゆく必要性

についても議論が進められた。これを早急に実現するため

には，各市町村の中でユニセフが提唱する「子どもに優し

い街」づくりをすすめる様々な子ども参画の事業を展開し

ている事例がある。これらの先進事例を検討し，ふるさと

松戸に愛着を持つ子どもたちをいかに育成するかというこ

とについて検討しなければならない。

①青少年の放課後活動についてのワーキングチームの

創設

②先進事例の視察と研修

③青少年の放課後活動や青少年の参画事業の開発

3.　具体的な事業

上記のコンセプトを推進するためには地域が主役となっ

て，市や大学・学生など様々な主体と連携しながら運営す

る子どもの居場所づくりが重要である。子ども達にとって

居心地がよく，落ち着くことができる「身近なカフェ」の

ような場所で，信頼できる大人が見守る中で異年齢の子ど

も達が一緒に遊び，そして学びながら子どもが育つことが

できる様々な居場所づくりを目指し市と青少年活動をすす

める組織団体が協働する必要がある。併せてこれらの活動
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を支える支援者のスキルアップを図るために，各種の学習・

研修の場を組織団体の壁を越えて松戸市全体で開催する事

が求められる。さらに事務局には組織団体に所属する特技

指導者を登録するシステムを創設して人材バンクを設け，

相互の活動に協力し合う体制づくりを進める必要もある。

これらの実現可能な体制を作るために，各種事業を推進す

る専門職員のいる拠点作りを進めることであろう。

①子ども育成支援活動システムの一本化

②各種の支援活動にあたる指導者研修を定期的に行う

③特技指導者の人材バンク創設とその活用

④子ども育成支援活動の専門家のいる拠点作り

4.　期待と成果

現在松戸では学年が上がると，近隣大都市へ引っ越して

いく家族が相当数ある。青少年自身がここで生活を続ける

事を望むような居場所や活動を推進することによってはじ

めて，これらの人口流出を食い止め，松戸をふるさととし

て考える次世代を育成することが可能となる。また，より

よいまちづくりをすすめるといった大きな視点を持って，

その当事者としての青少年が力を発揮できるように支援す

る大人が養成されることで，地域貢献を担う人材が途切れ

ることなく育成されてゆくシステムが構築される。

異世代間の交流を通して，将来の松戸のまち作りを支

えるリーダーとなる青少年を育てられる

松戸市各種団体連携研究会・ワークショップ
「子ども・若者グループ」１日目の様子（2014 年 8月 30日実施）

松戸市各種団体連携研究会・ワークショップ
「子ども・若者グループ」２日目の様子（2014 年 8月 31日実施）
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＜クドバスの成果＞
事業例としては、次の 13 点が挙げられた。
１．連携会議　２．子ども参画　３．居場所づくり　４．情報交流の拠点の設置　５．広報活動１「子ども向け」
６．広報活動２「大人向け（団体間）」　７．スキルアップ講習会１「方法論」　８．スキルアップ講習会２「内容」
９．人材バンク　10．ボランティア育成　11．イベント開催　12．見学・調査・交流　13．出版物

仕事 能　　　　　力

1
連携会議

1-1 A 1-2 A 1-3 A 1-4 A 1-5 A 1-6 A 1-7 A 1-8 A 1-9 1-10
子ども活動に
関わる団体の
連携会議の定
期的な開催

連携会議を定
期に持つ

団体・行政・専
門家とのネッ
トワーク会議

子どもの居場
所 の ネ ッ ト
ワーク会議

定期的に関係
団体の話し合
いをする

行政・団体・専
門家間の交流
会の開催

情報交換会の
開催

青少年団体の
定期的交流・学
びの場を持つ

2
子ども参画

2-1 A 2-2 A 2-3 A 2-4 A 2-5 A 2-6 2-7 2-8 2-9 2-10
子どもを含め
た運営会議

子ども権利条
約の学習会の
開催

子ども参画の
事業（子どもの
まち）の開催

子どもの提案
のイベント開
催

子どもからの
意見箱設置

3
居場所づくり

3-1 A 3-2 A 3-3 A 3-4 A 3-5 A 3-6 A 3-7 A 3-8 A 3-9 A 3-10 A
子どもの居場
所モデル事業
の開催

子どもの居場
所を確保する

他団体・行政と
共に空き教室
の有効活用

小学生の居場
所づくり

中高生の居場
所づくり

居場所の学び
の場の提供

異世代がつど
う子どもを核
とした居場所
づくり

支所毎の児童
館、もしくはそ
れに類似する
場の開設

空き店舗を利
用した子ども
カフェの開設

廃バスを用い
たプレイバス
による拠点づ
くり

3-11 A 3-12 A 3-13 3-14 3-15 3-16 3-17 3-18 3-19 3-20
学習支援の場
づくり

国際交流施設
を作る

4
情報交流の拠
点の設置

4-1 A 4-2 A 4-3 A 4-4 A 4-5 4-6 4-7 4-8 4-9 4-10
会議を運営す
る事務局をつ
くる

取りまとめの
行政担当を決
める

ワ ー キ ン グ
チーム（事務
局）設置

支所毎に活動
や情報交換の
可能な拠点の
設置

5
広報活動 1
「子ども向け」

5-1 A 5-2 A 5-3 A 5-4 A 5-5 A 5-6 A 5-7 A 5-8 A 5-9 A 5-10 A
市内の小中高
へチラシ配布
（できるだけ定
期的に）

小中高生の居
場所を明確に
したものの作
成

「大人向け（市
民）」

“まなびいネッ
ト”活用

小学生からの
子育てとポー
タルサイトの
作成

団体の情報提
供、ＨＰの作成

青少年イベン
トの情報発信
のＳＮＳ、ＨＰ
などをつくる

ＳＮＳを使い、
情報の一元化

Ｂ：保護者に呼
びかける広報
活動

Ｂ：広報をもっ
と手に届くよ
うに工夫する

5-11 A 5-12 A 5-13 5-14 5-15 5-16 5-17 5-18 5-19 5-20
活動場所の周
知（広報）

外国人向けの
活動紹介

6
広報活動 2
「大人向け（団
体間）」

6-1 A 6-2 A 6-3 B 6-4 6-5 6-6 6-7 6-8 6-9 6-10
団体・行政・専
門家間の連携
を図るための
メールマガジ
ン

みんなの団体
で広報活動

団体をＰＲ

7
スキルアップ
の講習会 1
方法論

7-1 A 7-2 A 7-3 A 7-4 A 7-5 A 7-6 7-7 7-8 7-9 7-10
青少年活動の
定期的なワー
クショップ

年数回、指導者
向け研修会を
行う

子ども活動に
関わる指導者
のスキルアッ
プ講習会の開
催

指導者スキル
アップ養成講
座の開催

課題別の分科
会の開催

8
スキルアップ
の講習会 2
内容

8-1 A 8-2 A 8-3 A 8-4 A 8-5 A 8-6 A 8-7 A 8-8 A 8-9 A 8-10
子どもの権利
条約の学習会
の開催

“子どもの参
画”の学習会の
開催

子どもの置か
れた現状課題
を共有するた
めの学習会の
開催

大学教員を利
用した無料の
講座開催

子どもの活動
理解のための
保護者向け講
習会の開催

子どものカウ
ンセリング研
修

安全講習会 公園や農家な
ど市内の自然
を利用した講
座

公園を利用し
た自然遊びの
ワークショッ
プ

9
人材バンク

9-1 A 9-2 A 9-3 A 9-4 A 9-5 9-6 9-7 9-8 9-9 9-10
子ども活動に
関 す る リ ー
ダーバンクの
登録と利用

指導者と指導
内容の一覧を
作成する

人材バンク派
遣事業

社会的資源活
動

10
ボランティア
育成

10-1 A 10-2 A 10-3 A 10-4 A 10-5 A 10-6 A 10-7 A 10-8 10-9 10-10
地域のボラン
ティアの育成・
参画

子どもの居場所
コーディネー
ターの育成

団体をコーディ
ネートするス
タッフを育成

高学年生のボ
ランティア活
動

大学生のイン
ターンシップ
受け入れ

シ ニ ア 層 の
リーダー育成
講座の開催

子どもたちの
育成

11
イベント開催

11-1 A 11-2 A 11-3 A 11-4 A 11-5 A 11-6 A 11-7 A 11-8 A 11-9 A 11-10 A
子どもが参画
するイベント
開催

子どものイベ
ントに地域の
人々を巻き込
む

イベントを保
護者とともに
作る

三世代交流 ４つの大学と
市民団体の交
流

町内にある青
少年活動、ＮＰ
Ｏと子ども会
のつながり

学校・地域・保
護者の連携

青少年活動を
支援するイベ
ント開催

防災訓練参加 避難所体験活
動の実施

11-11 A 11-12 A 11-13 A 11-14 A 11-15 A 11-16 A 11-17 A 11-18 A 11-19 A 11-20 A
父親向けあそ
び教室

地域のまつり
に参加する

警察と連携、通
学安全教室

学校を開放し
て定期的に学
校で多世代交
流する

青少年団体の
マスコットづ
くり

異文化交流イ
ベント

梨農家での農
業体験

中高生の居場
所づくり

学校の行政協
力“通学合宿”

避難所体験活
動の実施

12
見学・調査・交
流

12-1 A 12-2 A 12-3 A 12-4 A 12-5 A 12-6 A 12-7 A 12-8 12-9 12-10
各団体の活動
現状を見学及
びアドバイス

青少年活動が
上手くいって
いるところを
見学

活動見学会の
実施

近隣市町との
交流

先進市の見学
会の開催

学社融合を図
り、市内の企業
や文化財を知
る

地域センター、
市の施設を知
る

13
出版物

13-1 A 13-2 A 13-3 A 13-4 13-5 13-6 13-7 13-8 13-9 13-10
子ども活動に
関する情報誌
の発行

青少年関連団
体の連絡一覧
を作成

各団体の特徴、
特技を知る本
づくり

注：２０１４年８月、青少年グループ 神谷明宏（聖徳大学）、秋戸巴美（板橋区社会教育指導員）、阿部寛之（松戸市教育委員会）、石川静枝（NPO法人子育てさぽーとハーモニー）、
野中美幾子（NPO法人子どもの環境を守る会Ｊワールド）、村松忠信（松戸市スカウト連絡協議会）、山口恵理子（松戸市社会教育委員会）、山田明夫（松戸市子ども会育成会
連絡協議会）、渡辺洋子（NPO法人子どもっとまつど）計９名で作成。


